
 

高砂香料グループ人権ポリシー 

 

 

高砂香料グループは、「国際人権章典」、「労働における基本的原則および権利に関するＩＬＯ宣⾔」「国連

グローバル・コンパクト」等の国際的な人権基準を支持するとともに、「国連ビジネスと人権に関する指導

原則」に基づいて、高砂香料グループ人権ポリシー（以下、本ポリシー）を定めます。本ポリシーは、高砂

香料グループが、技術立脚の精神に則り社会に貢献する企業として取り組むべき人権尊重についての約束

を示すものです。 

 

1. 適用範囲 

本ポリシーは、高砂香料グループの全役職員（役員・正社員・契約社員を含むすべての社員）に対し適用さ

れます。また当社グループは、ビジネスパートナーおよびサプライヤーに対して、本ポリシーを支持し同

様の方針を採用するように継続して働きかけ、協働して人権尊重を推進します。 

 

2. 人権尊重の責任 

高砂香料グループは、人権を尊重し、自らの事業活動において人権への負の影響が生じた場合には直ちに

是正に向けて適切に対処します。ビジネスパートナーやサプライヤーにおいて人権への負の影響が引き起

こされている場合には、当社グループによる影響⼒を行使し、適切な対応をとるよう促すことにより人権

尊重の責任を果たします。 

 

3. 適用法令の遵守 

高砂香料グループは、日本国はもとより、事業活動を行うそれぞれの国または地域における法と規制を遵

守するとともに、国際的な人権基準を最大限尊重し、これを積極的に推進します。   

 

4. 教育 

高砂香料グループは、自らの役職員が本ポリシーを正しく理解し適切な対応ができるように定期的包括的

な教育を行います。 

 

5. 人権デューディリジェンス 

高砂香料グループは、人権尊重の責任を果たすため、人権デューディリジェンスの仕組みを構築し、これ

を継続的に実施します。ここにいう人権デューディリジェンスとは、高砂香料グループが社会に与えうる

人権への負の影響を防止または軽減するために、予防的に調査・把握、対策検討・実施、モニタリング評価

を行い、それを繰り返すプロセスです。 

 



6. 情報開示 

高砂香料グループは、本ポリシーに基づく人権尊重の取り組み及びその進捗状況について、当社グループ

が発行する各種報告書を通じて情報開示を行うものとします。 

  

7. 労働環境 

高砂香料グループは、あらゆる形態の強制労働と児童労働を禁止し、雇用のあらゆる側面において差別的

慣行を排除し多様性を重視します。 

 

8.  対話・協議 

高砂香料グループは、本ポリシーに基づく取り組みを行うに際し、外部有識者の専門知識を活用するとと

もに、誠意をもってステークホルダーとの協議を行います。 

 

9. 人権に関する重点課題 

高砂香料グループは、人権に関する課題は多岐にわたるものと認識しております。人権に関する重点課題

を別添「人権に関する重点課題」のとおり設定し、サプライチェーン全体への働きかけも含め取り組んで

まいります。なお、当該重点課題については、社会の変化や事業の動向などを踏まえ、適宜見直しを行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添「人権に関する重点課題」 

1. 差別・ハラスメントの排除 

各国・地域の法令遵守、文化尊重はもとより、人種、国籍、性別、性的指向、年齢、家系、宗教、民族、移

民、障がいの有無等による差別を一切行いません。また、セクシャルハラスメントやパワーハラスメント

等、人権を侵害する⾔動を一切認めません。 

 

2. 強制労働などの禁止 

身体的または精神的拘束による労働を強いるあらゆる強制労働を一切認めません。 

 

3. 児童労働の禁止 

16 歳、または現地法令で定められた就業最低年齢のうちのいずれか高い年齢に満たない年齢の児童を採用

しません。 

 

4.労働組合を結成する自由 

従業員の結社の自由および団体交渉権を尊重し、これらの権利の行使を理由にいかなる差別も行いません。 

 

5.労働法令の遵守 

各国・地域で適用される賃金法令に従って、最低賃金、時間外労働の賃金、割増賃金を従業員に支払いま

す。 
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